
発
注
者
協
議

包
括
的
な
対
策

ク
ラ
ス
タ
ー
予
防

文： 槌田波留基　撮影： 特記以外は中原一隆

COVID-19
06

「
原
因
不
明
の
肺
炎
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」と
いっ
た
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
に
頻
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
二
〇
年
の
一
月
頃
の
こ
と
だ
。

世
界
規
模
で
蔓
延
す
る
未
知
の
脅
威
に
翻
弄
さ
れ
、か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
安
、危
機
感
に
苛
ま
れ
続
け
た
一
年
だ
っ
た
。

し
か
し
今
、建
設
業
界
は
焦
燥
感
を
抑
え
つ
け
、冷
静
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

国
は
業
界
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、多
様
な
支
援
策
を
随
時
展
開
し
、こ
れ
に
呼
応
し
て
現
場
で
も
あ
ら
ゆ
る
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、い
ま
だ
現
状
を
克
服
す
る
有
効
な
手
段
、特
効
薬
が
見
い
だ
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
状
況
が
続
く
。

そ
れ
で
も
イ
ン
フ
ラ
や
都
市
の
整
備
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。現
場
は
今
日
も
動
い
て
い
る
。

よ
り
実
効
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
確
立
に
向
け
て
模
索
し
な
が
ら
、

未
来
を
見
据
え
、着
実
に
一
歩
ず
つ
歩
を
進
め
る
建
設
現
場
を
取
材
し
た
。

特　
集

COVID-19

新
型
コロ
ナ
に

立
ち
向
か
う

建
設
現
場
の
挑
戦

07 2020.12



2020年の    新型コロナウイルスに関する社会の動きと建設業界の対応

社
会
の
動
き

建
設
業
界
の
対
応

1月

社
会
の
動
き

建
設
業
界
の
対
応

5月6月7月8月9月10月

2月3月4月
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
確
認
を
明
ら

か
に
し
た

14

日
本
国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
を
確
認

16

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
国
際
的
な
緊
急
事
態
」を
宣
言

30

厚
生
労
働
省
が
中
国
・
武
漢
で
確
認
さ
れ
た

原
因
不
明
の
肺
炎
に
つ
い
て
注
意
喚
起

6
【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
工
事
及
び
業
務
の
一
時
中
止
措
置
等
に
つ
い

て
」通
知

日
本
政
府
が
全
国
す
べ
て
の
小
中
高
校
な
ど

へ
臨
時
休
校
を
要
請

27
【
日
建
連
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」通
知

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
年
程
度

の
延
期
が
決
定

24
【
国
交
省
】

「『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
工
事
及
び
業
務
の
一
時
中
止
措
置
の
延
長
』等

に
つ
い
て
」通
知

11
【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
直
轄
工
事
及
び
業
務
の
入
札
等
の
手
続
の
対
応

に
つ
い
て
」通
知

2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家

会
議
が「
三
条
件（
三
密
）の
重
な
り
を
避
け

て
」と
呼
び
か
け

927
【
日
建
連
】

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
室

を
設
置

国
交
省
が
建
設
業
関
係
団
体
に
対
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
の
実
施
を
指
示

国
内
で
初
め
て
感
染
者
が
死
亡

13

乗
客
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
ク
ル
ー
ズ
船
が

横
浜
港
に
入
港

32
【
日
建
連
】

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
二
条

に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
た
場
合
の
建
設
現

場
の
対
応
に
つい
て
」通
知

【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言

を
踏
ま
え
た
工
事
及
び
業
務
の
対
応
に
つい
て
」通
知

【
日
建
連
】

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
二
条

に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言（
四
月
七
日
）を
踏
ま
え
た
建

設
現
場
の
対
応
に
つい
て
」通
知

【
日
建
連
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
」の
閣

議
決
定
に
際
し
て
会
長
の
コ

メ
ン
ト
を
公
表

8

七
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

「
人
と
人
の
接
触
機
会 

最
低
七
割
、極
力
八
割

削
減
を
」

7

国
内
の
一
日
の
感
染
者
が
こ
れ
ま
で
で
最
多

を
記
録
、七
〇
〇
人
を
超
え
る

11

国
内
の
感
染
者
が
一
万
人
を
超
え
る（
ク
ル
ー

ズ
船
除
く
）

18

【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言

の
延
長
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つい
て
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
を
踏
ま
え
た
工
事
及

び
業
務
の
対
応
の
延
長
に
つい
て
」通
知

日
本
政
府
が「
緊
急
事
態
宣
言
」を
五
月
三
十
一

日
ま
で
延
長

4

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会

議
が「
新
し
い
生
活
様
式
」を
提
言

1

三
九
県
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除

【
国
交
省
】

「
建
設
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定（
七
月
一
日
、八
月
二
十
五
日

改
訂
）

14

関
西
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除

首
都
圏
と
北
海
道
は
継
続

21

東
京
都
が
初
の「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」発
動
、都
民
に

警
戒
呼
び
か
け

2

東
京
都
で
二
二
四
人
の
感
染
を
確
認（
二
〇
〇

人
超
は
約
三
カ
月
ぶ
り
）

国
内
の
一
日
の
感
染
者
が
三
〇
〇
人
を
超
え
る

（
五
月
二
日
以
来
）

9

国
内
の
一
日
の
感
染
者
が
四
〇
〇
人
を
超
え
る

（
四
月
二
十
四
日
以
来
）

10

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
多
く
の
国
が
誤
っ
た
方
向
に
」と
声

明
を
出
し
、事
態
悪
化
を
警
告

13

「
Ｇ
ｏ 

Ｔｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま

る

22

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
加
速
し
続
け
て

い
る
」と
声
明

27

国
内
の
死
者
が
一
、〇
〇
〇
人
を
超
え
る（
ク
ル

ー
ズ
船
除
く
）

28

世
界
の
感
染
者
が
二
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

11

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の

尾
身
茂
会
長
が「
流
行
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
み

ら
れ
る
」と
発
言

20

日
本
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
新

た
な
方
針
を
発
表

28

世
界
の
感
染
者
が
三
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

18

世
界
の
死
者
が
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る

29

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、東
京

発
着
も
対
象
と
な
る

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

イ
ー
ト
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、予
約

サ
イ
ト
で
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
開
始

1

世
界
の
感
染
者
が
四
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

19

世
界
の
感
染
者
が
一
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

28

世
界
の
死
者
が
五
〇
万
人
を
超
え
る

29

全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除

25

【
日
建
連
】

「
建
設
業
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
事
業
者
・
技
能
労
働
者
支

援
制
度
の
手
引
き
」
を
作
成

（
七
月
九
日
改
訂
）

26
【
日
建
連
】

「
建
設
業（
建
設
現
場
）に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定

（
八
月
二
十
七
日
改
訂
）

18

【
国
交
省
】

「
施
工
中
の
工
事
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
罹
患
に
伴
う
対
応
に
つい
て
」通
知

建
設
業
界
で
感
染
者
を
確
認
と
の
報
道

日
本
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
方
針
を
発
表

25
【
日
建
連
】

「
施
工
中
の
工
事
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
罹
患
に
伴
う
対
応
に
つい
て（
お
願
い
）」通
知

26

「
緊
急
事
態
宣
言
」全
国
に
拡
大

 

一
三
都
道
府
県
は「
特
定
警
戒
都
道
府
県
」に

1617
【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
措
置

の
対
象
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
工
事
等
の

対
応
に
つい
て
」通
知

20
【
国
交
省
】

「
工
事
及
び
業
務
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
に
つい
て
」通
知
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新型コロナに立ち向かう建設現場の挑戦 2020年の    新型コロナウイルスに関する社会の動きと建設業界の対応

社
会
の
動
き

建
設
業
界
の
対
応

1月

社
会
の
動
き

建
設
業
界
の
対
応

5月6月7月8月9月10月

2月3月4月
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
確
認
を
明
ら

か
に
し
た

14

日
本
国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
を
確
認

16

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
国
際
的
な
緊
急
事
態
」を
宣
言

30

厚
生
労
働
省
が
中
国
・
武
漢
で
確
認
さ
れ
た

原
因
不
明
の
肺
炎
に
つ
い
て
注
意
喚
起

6
【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
工
事
及
び
業
務
の
一
時
中
止
措
置
等
に
つ
い

て
」通
知

日
本
政
府
が
全
国
す
べ
て
の
小
中
高
校
な
ど

へ
臨
時
休
校
を
要
請

27
【
日
建
連
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」通
知

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
年
程
度

の
延
期
が
決
定

24
【
国
交
省
】

「『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
工
事
及
び
業
務
の
一
時
中
止
措
置
の
延
長
』等

に
つ
い
て
」通
知

11
【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
直
轄
工
事
及
び
業
務
の
入
札
等
の
手
続
の
対
応

に
つ
い
て
」通
知

2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家

会
議
が「
三
条
件（
三
密
）の
重
な
り
を
避
け

て
」と
呼
び
か
け

927
【
日
建
連
】

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
室

を
設
置

国
交
省
が
建
設
業
関
係
団
体
に
対
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
策
の
実
施
を
指
示

国
内
で
初
め
て
感
染
者
が
死
亡

13

乗
客
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
ク
ル
ー
ズ
船
が

横
浜
港
に
入
港

32
【
日
建
連
】

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
二
条

に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
た
場
合
の
建
設
現

場
の
対
応
に
つい
て
」通
知

【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言

を
踏
ま
え
た
工
事
及
び
業
務
の
対
応
に
つい
て
」通
知

【
日
建
連
】

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
第
三
二
条

に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言（
四
月
七
日
）を
踏
ま
え
た
建

設
現
場
の
対
応
に
つい
て
」通
知

【
日
建
連
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
」の
閣

議
決
定
に
際
し
て
会
長
の
コ

メ
ン
ト
を
公
表

8

七
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

「
人
と
人
の
接
触
機
会 

最
低
七
割
、極
力
八
割

削
減
を
」

7

国
内
の
一
日
の
感
染
者
が
こ
れ
ま
で
で
最
多

を
記
録
、七
〇
〇
人
を
超
え
る

11

国
内
の
感
染
者
が
一
万
人
を
超
え
る（
ク
ル
ー

ズ
船
除
く
）

18

【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言

の
延
長
を
踏
ま
え
た
対
応
に
つい
て
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
を
踏
ま
え
た
工
事
及

び
業
務
の
対
応
の
延
長
に
つい
て
」通
知

日
本
政
府
が「
緊
急
事
態
宣
言
」を
五
月
三
十
一

日
ま
で
延
長

4

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会

議
が「
新
し
い
生
活
様
式
」を
提
言

1

三
九
県
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除

【
国
交
省
】

「
建
設
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定（
七
月
一
日
、八
月
二
十
五
日

改
訂
）

14

関
西
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除

首
都
圏
と
北
海
道
は
継
続

21

東
京
都
が
初
の「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」発
動
、都
民
に

警
戒
呼
び
か
け

2

東
京
都
で
二
二
四
人
の
感
染
を
確
認（
二
〇
〇

人
超
は
約
三
カ
月
ぶ
り
）

国
内
の
一
日
の
感
染
者
が
三
〇
〇
人
を
超
え
る

（
五
月
二
日
以
来
）

9

国
内
の
一
日
の
感
染
者
が
四
〇
〇
人
を
超
え
る

（
四
月
二
十
四
日
以
来
）

10

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
多
く
の
国
が
誤
っ
た
方
向
に
」と
声

明
を
出
し
、事
態
悪
化
を
警
告

13

「
Ｇ
ｏ 

Ｔｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま

る

22

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
加
速
し
続
け
て

い
る
」と
声
明

27

国
内
の
死
者
が
一
、〇
〇
〇
人
を
超
え
る（
ク
ル

ー
ズ
船
除
く
）

28

世
界
の
感
染
者
が
二
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

11

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の

尾
身
茂
会
長
が「
流
行
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
み

ら
れ
る
」と
発
言

20

日
本
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
新

た
な
方
針
を
発
表

28

世
界
の
感
染
者
が
三
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

18

世
界
の
死
者
が
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る

29

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

ト
ラ
ベ
ル
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、東
京

発
着
も
対
象
と
な
る

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

イ
ー
ト
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、予
約

サ
イ
ト
で
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
開
始

1

世
界
の
感
染
者
が
四
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

19

世
界
の
感
染
者
が
一
、〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る

28

世
界
の
死
者
が
五
〇
万
人
を
超
え
る

29

全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
解
除

25

【
日
建
連
】

「
建
設
業
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
事
業
者
・
技
能
労
働
者
支

援
制
度
の
手
引
き
」
を
作
成

（
七
月
九
日
改
訂
）

26
【
日
建
連
】

「
建
設
業（
建
設
現
場
）に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定

（
八
月
二
十
七
日
改
訂
）

18

【
国
交
省
】

「
施
工
中
の
工
事
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
罹
患
に
伴
う
対
応
に
つい
て
」通
知

建
設
業
界
で
感
染
者
を
確
認
と
の
報
道

日
本
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
方
針
を
発
表

25
【
日
建
連
】

「
施
工
中
の
工
事
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
罹
患
に
伴
う
対
応
に
つい
て（
お
願
い
）」通
知

26

「
緊
急
事
態
宣
言
」全
国
に
拡
大

 

一
三
都
道
府
県
は「
特
定
警
戒
都
道
府
県
」に

1617
【
国
交
省
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
措
置

の
対
象
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
工
事
等
の

対
応
に
つい
て
」通
知

20
【
国
交
省
】

「
工
事
及
び
業
務
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹
底
に
つい
て
」通
知
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国土交通省直轄工事・業務における一時中止等の状況

新型コロナウイルス感染症に伴う建設産業の影響調査

※1：工事・業務の全件数はコリンズ・テクリスより、以下のとおり検索した件数を計上している
　　 ・【3/5時点、3/16時点、3/25時点、4/7時点の全件数】検索条件：2/27時点で契約中である工事・業務、検索時点：3/5
　　 ・【4/10時点の全件数】検索条件：4/8時点で契約中である工事・業務、検索時点：4/10
　　 ・【4/23時点以降の全件数】検索条件：それぞれの時点で契約中である工事・業務、検索時点：それぞれの時点

（国土交通省提供資料を基に作成）

（国土交通省「新型コロナウイルス感染症による関係業界への影響について」を基に作成）

4月調査

9月調査

■ 住宅資材の遅れ

28者
（51％）

27者
（49％）

（回答：55者）

134者
（96％）

5者（4％）

（回答：139者）

発生している
発生していない

発生している
発生していない

■ 支援の活用について
4月調査（国の支援の活用の意向）

9月調査（支援の活用状況）

給付済
申請済（未給付）
活用に向けて検討中
活用予定なし

活用中
活用に向け検討中
予定無し

122者
（80％）

15者
（10％）

6者（4％）
10者（7％）

（回答：153者）
雇用調整助成金

41者
（26％）

18者
（12％）

91者
（59％）

5者（3％）

（回答：155者）
資金繰り支援

（政府系金融機関・民間金融機関による融資・持続化給付金等）

1者（1％）

26者
（19％）

118者
（80％）

（回答：150者）
雇用調整助成金

45者
（30％）

103者
（70％）

（回答：153者）
資金繰り支援

（セーフティネット貸付・保証等）

日付
工事 業務

一時中止等の件数 割合 全件数※1 一時中止等の件数 割合 全件数※1

緊急事態宣言前

3/5 時点 約 200件 2%

約 9,000 件

約 1,200 件 10%

約 12,000 件
3/16 時点 約 50件 0.6% 約 200 件 2.0%

3/25 時点 10件 0.1% 64 件 0.5%

4/7 時点 7件 0.1% 16 件 0.1%

緊急事態
宣言後

対象地域が
全国へ拡大前 4/10 時点 約 100件 2% 約 6,000 件 約 600 件 15% 約 4,000 件

対象地域が
全国へ拡大後

4/23 時点 約 250件 4% 約 7,000 件 約 860 件 16% 約 5,500 件

4/30 時点 約 280件 4% 約 7,000 件 約 940 件 14% 約 6,500 件

期間延長 5/8 時点 約 190件 3% 約 7,000 件 約 730 件 10% 約 7,000 件

緊急事態宣言　解除後

5/29 時点 約 70件 1% 約 7,500 件 約 460 件 5% 約 8,500 件

6/5 時点 約 10件 0.1% 約 7,500 件 約 30件 0.4% 約 8,500 件

7/28 時点 0件 0.0% 約 8,000 件 0件 0.0% 約 10,000 件
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イ
ン
フ
ラ
整
備
を
止
め
な
い

　
日
本
列
島
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

ざ
わ
つ
き
始
め
た
の
は
二
〇
二
〇
年
の
年

明
け
早
々
の
こ
と
だ
っ
た
。二
月
初
め
、

神
奈
川
県
の
横
浜
港
に
ク
ル
ー
ズ
船
が

入
港
し
、ニ
ュ
ー
ス
は
連
日
、埠
頭
に
停

泊
す
る
大
型
客
船
の
映
像
を
流
し
て
い

た
。二
月
中
旬
に
は
国
内
で
初
め
て
感
染

死
亡
者
が
報
告
さ
れ
、同
じ
頃
、国
土
交

通
省
が
建
設
業
者
団
体
と
発
注
者
団
体

に
対
し
、注
意
喚
起
や
予
防
対
策
の
実
施

を
要
請
す
る
。こ
れ
を
機
に
、国
は
建
設

業
界
に
対
す
る
支
援
策
を
次
々
と
打
ち

出
し
た
。　

　
当
時
の
こ
と
を
国
土
交
通
省
不
動
産
・

建
設
経
済
局
建
設
業
課
の
藤
井
裕
士
建

設
業
政
策
企
画
官
に
振
り
返
っ
て
い
た

だ
い
た
。「
本
省
と
し
て
は
四
月
の
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
以
前
か
ら
、工
事
現
場

で
の
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
な
ど
の
感
染

予
防
対
策
の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
、中
間
前

払
金
の
円
滑
な
支
払
い
や
監
理
技
術
者

講
習
の
自
宅
学
習
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

手
続
き
の
資
金
面
、制
度
面
に
関
す
る
通

達
を
発
出
し
て
き
ま
し
た
。緊
急
事
態
宣

言
発
令
後
は
残
念
な
が
ら
閉
所
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
現
場
も
あ
り
ま
し
た
が
、必

要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
停
滞
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。政
府
の
基
本
的
対

処
方
針
に
お
い
て
も
、公
共
工
事
等
の
安

全
安
心
に
必
要
な
社
会
基
盤
に
係
る
事

業
の
継
続
が
必
要
と
さ
れ
、工
事
を
継
続

す
る
方
策
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
」。

　
国
直
轄
の
工
事
で
は
受
注
者
か
ら
の

申
し
出
が
あ
っ
た
際
に
は
工
事
の
一
時

中
止
等
の
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
と

し
た
。緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
が
全
国

に
拡
大
さ
れ
た
後
、四
月
三
十
日
時
点
で

直
轄
工
事
全
体
の
四
％
、約
二
八
〇
件
の

現
場
で
一
時
中
止
等
の
措
置
が
取
ら
れ

た
。そ
の
後
、感
染
防
止
対
策
の
徹
底
な

ど
に
よ
り
現
場
は
順
次
再
開
さ
れ
、七
月

二
十
八
日
時
点
で
す
べ
て
の
直
轄
工
事

が
再
開
し
た
。

　
こ
の
三
カ
月
間
、止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

工
事
に
携
わ
る
、中
小
を
は
じ
め
と
す
る

建
設
事
業
者
は
、資
金
繰
り
が
ひ
っ
迫
す

る
懸
念
が
あ
っ
た
。国
土
交
通
省
は
五
月

に
公
表
し
た「
建
設
業
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
以
下
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）の
周

知
と
並
行
し
て
、雇
用
調
整
助
成
金
や

持
続
化
給
付
金
な
ど
の
支
援
策
の
積
極

的
な
活
用
を
促
す
べ
く
、関
連
す
る
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
重
点
的
に

発
信
し
た
。

　
直
轄
工
事
で
は
、受
注
者
及
び
下
請

企
業
等
が
追
加
で
費
用
を
要
す
る
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、受
発
注
者
間
で
協
議
を
行
い
、必
要

と
認
め
ら
れ
る
対
策
に
つ
い
て
は
発
注
者

た
る
国
土
交
通
省
が
適
切
に
負
担
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
民
間
工
事
に
お
い
て
も
、受
発
注
者
双

方
の
団
体
に
対
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
る
工
事
の
一
時
中
止

は「
不
可
抗
力
」に
よ
る
も
の
と
す
る
と

い
う
通
達
を
四
月
に
出
し
た
。「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
一
時
中
止
は
請
負

契
約
約
款
の
中
に
あ
る『
不
可
抗
力
』に

該
当
す
る
と
し
て
、受
注
者
は
工
期
の
延

長
を
請
求
で
き
、増
加
す
る
費
用
に
つ
い

て
も
受
発
注
者
間
の
協
議
、合
意
に
基
づ

い
て
決
め
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。現
場
に

向
け
た
支
援
策
の
周
知
や
、技
術
者
配

藤井 裕士　Hiroshi Fujii

国土交通省　
不動産・建設経済局 建設業課
建設業政策企画官

国土交通省 不動産 ・ 建設経済局COVID-19

包括的な
新型コロナ対策を

目指す
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遠隔臨場に関する試行要領（案）を3月に策定（提供：国土交通省）

Webカメラを活用した
遠隔による現場確認

実
施
で
き
る
遠
隔
臨
場
の
導
入
は
有
効

な
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
つ
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。ま
た
、改
正

建
設
業
法
に
よ
り
監
理
技
術
者
の
兼
務

が
当
面『
二
現
場
』ま
で
可
能
と
な
り
ま

し
た
が
、今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
等

に
つ
い
て
調
査
・
検
証
し
、更
な
る
拡
充

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま

す
。こ
う
し
た
取
組
み
は
、安
全
や
品
質

を
確
保
し
た
上
で
の
生
産
性
向
上
や
働

き
方
改
革
に
つ
な
が
り
ま
す
。新
型
コ
ロ

ナ
対
策
は
他
の
施
策
と
連
携
し
な
が
ら
、

結
果
的
に
建
設
業
界
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
国
土
強
靱
化
も
重
要
な
課
題
だ
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
民
間
投
資

が
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、公
共
工
事
は
安

定
的
に
推
移
し
て
い
る
。一
方
で
こ
れ
を

担
う
建
設
業
界
の
施
工
余
力
を
疑
問
視

す
る
声
も
一
部
で
聞
か
れ
る
が
、防
災
・

減
災
の
対
策
は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
マ
ク
ロ
で
み
れ
ば
、建
設
投
資
額
は

ピ
ー
ク
時
か
ら
三・三
割
減
少
、公
共
投

資
に
限
っ
て
言
え
ば
四
割
減
少
し
て
い
る

の
に
対
し
、就
業
者
数
は
二
割
の
減
少
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、現
下
の
建
設

業
界
の
状
況
は
、建
設
技
能
者
の
過
不

足
率
が
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
の
増
加
等
に
よ
り
施
工
効
率
も
向

上
し
て
い
ま
す
の
で
、施
工
余
力
に
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
三
か
年
緊
急
対

策
は
今
年
度
末
に
終
了
し
ま
す
が
、災
害

の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
踏
ま
え
る
と
、今

後
と
も
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
取

組
み
は
必
要
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

契
機
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
等
が

加
速
さ
れ
れ
ば
、そ
う
し
た
施
策
の
推
進

に
も
大
き
く
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
」。新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

適
正
工
期
の
遵
守
、生
産
性
向
上
、働
き

方
改
革
と
い
っ
た
施
策
が
リ
ン
ク
す
る
こ

と
で
、建
設
業
界
の
魅
力
も
醸
成
さ
れ
、

担
い
手
の
確
保
や
育
成
に
資
す
る
こ
と

に
も
な
る
と
藤
井
企
画
官
は
長
期
的
な

展
望
を
描
い
て
い
る
。

　「
国
と
建
設
業
界
は
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
課
題
と
対
峙
し
、乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。今
後
も
培
っ
て
き
た
信
頼
関
係
を
更

に
強
固
な
も
の
と
し
、社
会
的
責
任
感
を

も
っ
て
一
体
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
挑
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
継

続
が
ひ
い
て
は
建
設
業
界
の
発
展
に
向

け
た
好
循
環
を
生
む
こ
と
に
も
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」と
藤
井
企
画
官
は
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

加
速
す
る
業
界
改
革

　
改
正
建
設
業
法
に
基
づ
き
、今
年
七

月
に
中
央
建
設
業
審
議
会
で「
工
期
に

関
す
る
基
準
」が
作
成
・
勧
告
さ
れ
、十

月
一
日
か
ら
著
し
く
短
い
工
期
で
の
請

負
契
約
締
結
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。「
工
期
に
関
す
る
基
準
」

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
昨
年
末
に

始
動
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

重
要
な
要
因
と
し
て
早
期
か
ら
議
論
が

な
さ
れ
て
い
た
。「
工
期
に
関
す
る
基
準

は
恒
久
的
な
措
置
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、第
六
章
で
感
染
症
対
策

を
踏
ま
え
た
工
期
設
定
や
対
策
経
費
の

負
担
の
あ
り
方
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
受
注

者
団
体
の
み
な
ら
ず
発
注
者
団
体
も
加

わ
っ
て
い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
巡
る
受
発
注
者
に
よ
る
協
議
の
あ

り
方
な
ど
の
議
論
は
そ
う
し
た
場
に
お

い
て
既
に
始
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
」と
藤

井
企
画
官
は
振
り
返
る
。

　
工
期
に
関
す
る
基
準
だ
け
で
は
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
建
設
業
界
を
取
り

巻
く
様
々
な
課
題
の
解
決
を
含
め
て
包

括
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
、藤
井
企
画
官

は
言
葉
に
力
を
込
め
る
。「
工
事
の
受
発

注
者
間
の
監
督
・
検
査
行
為
を
遠
隔
で
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国土交通省のガイドラインに記載されている取組みの事例（提供：国土交通省）

作業員間の一定距離の確保
2.0m2.0m

2.0m2.0m

サーモグラフィーカメラによる体温計測

現場と事務所間で中継用機器を使用して遠隔開催

Web会議による打ち合わせ 空気清浄機を設置

現場 事務所

ガイドラインでは、注意喚起のためのポスターやロゴマークも紹介
 （提供：国土交通省）

缶バッチ

置
や
講
習
の
特
例
の
創
設
な
ど
、今
日
ま

で
現
場
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
可

能
な
限
り
手
立
て
を
講
じ
て
き
ま
し
た
」

と
藤
井
企
画
官
は
話
す
。

現
場
の
状
況
に
則
し
た
対
策
を

　
五
月
公
表
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
め

て
見
て
み
る
と
、前
段
に
は
現
場
全
域
か

ら
作
業
員
宿
舎
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ

レ
に
至
る
ま
で
、状
況
ご
と
に
詳
細
な
感

染
対
策
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、別

添
と
し
て
建
設
現
場
に
お
け
る
取
組
み

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
以
前
か
ら
日
建
連

や
専
門
工
事
団
体
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

情
報
、写
真
を
基
に「
事
例
集
」と
し
て

公
開
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の

施
策
を
各
現
場
で
す
べ
て
実
施
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。　

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
あ
る
、二
㍍
の
距
離

を
保
つ
と
い
っ
た
目
安
は
、疫
学
的
な
知

見
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
数
字
な
の

で
、こ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
は
大
前
提
に

な
る
。一
方
で
重
要
な
こ
と
は
現
場
ご
と

の
状
況
に
合
わ
せ
て
、よ
り
実
効
的
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
だ
と
藤
井
企
画
官
は

話
す
。「
取
組
み
事
例
は
あ
く
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
現
場
で
導
入
さ
れ
た
対
策
を
全

体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。個
々
の
建
設

現
場
で
は
規
模
や
工
種
、導
入
コ
ス
ト
な

ど
を
踏
ま
え
て
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
性
質
が
明
ら
か
に
な
る
に
し
た
が
っ

て
、距
離
の
目
安
等
も
変
わ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。そ
の
時
々
の
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
適
宜
追
加
や
変
更
を
加
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
七
月
に
熱
中
症

対
策
を
考
慮
し
た
項
目
、八
月
に
は
感
染

し
た
場
合
の
労
災
認
定
事
例
な
ど
が
追

記
さ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
が

現
場
の
運
営
や
オ
フ
ィ
ス
業
務
に
少
な
か

ら
ず
負
荷
を
か
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

重
要
な
の
は
現
場
の
状
況
に
則
し
た
対
策

が
取
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
。一
〇
〇

の
現
場
が
あ
れ
ば
一
〇
〇
の
対
策
方
針
が

あ
る
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
た
事
例

は
文
字
通
り「
例
」だ
。漫
然
と
事
例
を
な

ぞ
る
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
こ
そ
現
場
ご

と
の
不
要
不
急
を
見
極
め
な
が
ら
、個
々

の
現
場
で
自
律
的
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。い
ま
一
度
、現
場
内
や
執
務

環
境
を
見
渡
し
、メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
対
策

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
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資
材
メ
ー
カ
ー
の
状
況
を
文
書
や
資
料

を
も
っ
て
丁
寧
か
つ
真
摯
に
説
明
す
る
、

そ
う
し
た
地
道
な
施
策
が
着
実
な
合
意

形
成
に
つ
な
が
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
」。そ
の
方
針
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
と
荒
井
副
本
部
長
は
考
え
て
い

る
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
今
、こ
れ
か
ら
の
対
策
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
。い
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で

は
あ
る
が
、忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が

あ
る
と
荒
井
副
本
部
長
は
こ
う
答
え
て

く
れ
た
。「
今
の
危
機
感
を
維
持
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、そ
れ
が
鍵

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。現
場

内
の
事
故
や
災
害
は『
慣
れ
』に
よ
り
起

こ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。感
染
に
対

す
る
現
在
の
緊
張
感
を
忘
れ
な
い
で
現

場
に
立
つ
。そ
う
し
な
け
れ
ば
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
」。今
後
も
国
か
ら
示
さ
れ
た

対
策
事
例
を
基
に
、各
現
場
の
状
況
に

合
わ
せ
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
い
く
と

気
を
引
き
締
め
て
い
た
。

現
場
関
係
者
全
体
が
連
携

　
北
海
道
の
道
央
西
部
に
位
置
す
る
観

光
地
・
ニ
セ
コ
。こ
の
ニ
セ
コ
に
展
開
す

る
リ
ゾ
ー
ト
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
現
場
は

羊よ
う
て
い
ざ
ん

蹄
山
を
望
む
絶
好
の
立
地
に
あ
り
、工

事
は
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。「
朝
礼
前
の

検
温
、マ
ス
ク
着
用
な
ど
は
大
前
提
で
す

が
、必
要
以
上
に
強
要
す
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。各
自
の
判
断
、協
力
会
社
ご
と
の

取
組
み
を
信
じ
た
い
。無
理
強
い
で
結
果

を
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
」

と
、こ
の
現
場
で
所
長
を
務
め
る
松
本
昌

輝
工
事
課
長
は
話
す
。各
協
力
会
社
も

独
自
の
方
針
に
沿
っ
て
現
場
で
対
策
を

実
践
し
て
い
る
。た
だ
、高
齢
の
技
能
者

に
は
特
に
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
二
月
頃
で
す
が
、海
外
に
い
る
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
に
今
後
工
期
が
延
び
る
か
も

し
れ
な
い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。差
し

迫
っ
た
事
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、早
め
に
ご
相
談
し
よ
う
と
。『
寝
ず

に
仕
事
を
し
ろ
と
は
言
わ
な
い
。状
況
は

わ
か
っ
て
い
る
』と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」と
松
本
工

事
課
長
は
笑
顔
を
見
せ
る
。そ
う
し
た
対

話
が
よ
り
強
固
な
信
頼
関
係
を
築
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
同
社
で
は
こ
れ
ま
で
工
期
の
延
長
も

な
く
、各
現
場
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
国
の
対
策
方
針
、資
材

メ
ー
カ
ー
や
協
力
会
社
と
の
連
携
、発
注

者
と
の
合
意
形
成
が
あ
っ
た
。そ
う
し
た

体
制
を
強
化
、深
化
さ
せ
る
こ
と
で
実
効

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
理
想
形
が
見

え
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

目視による施工確認や打ち合わせ、重量物の搬送など、建築現場では1人では全
うできない作業がある。そうした状況でもマスクを着用したうえで極力距離をとること
が現場ではごく当たり前のことになりつつある

中山組は地元のIoT事業者と遠隔臨場システム「Gリポート」を共同開発、7月にデ
ビューさせた。新型コロナ対策の一助として注目を集め、問い合わせが急増してい
る。従来の機器と比較してデータ伝送の速さ、映像の鮮明さが際立っている。「発
注者も在宅勤務で自宅から土木現場を確認する遠隔臨場の必要性を実感されてい
ます。Gリポートだけではなく、独自のIoTシステムの構築、ワークスタイルの検討を進
めていきます」（荒井副本部長）

（写真提供： ㈱中山組）

松本 昌輝　Masaki Matsumoto

株式会社中山組
建築事業部 工事課長

15 2020.12

新型コロナに立ち向かう建設現場の挑戦

現
場
と
発
注
者
へ
の

情
報
提
供

　
二
〇
二
〇
年
二
月
の
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
閉
会
後
、こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
発
生

源
と
み
ら
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
北
海
道
内
で
拡
大
し
、全
国
的
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。こ
の
頃
、道
内
の
建

設
現
場
で
も
感
染
対
策
を
模
索
す
る
動

き
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。二
月
十
三
日
、

国
土
交
通
省
は
現
場
等
に
お
け
る
消
毒

液
等
の
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
す
る
旨
を
、全
国
の
建

設
業
者
に
要
請
し
た
。道
内
を
中
心
に
イ

ン
フ
ラ
整
備
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
開
発
ま
で

を
手
掛
け
る
㈱
中
山
組
も
、こ
う
し
た
国

か
ら
の
通
達
を
は
じ
め
情
報
を
収
集
し
、

社
内
や
現
場
へ
の
伝
達
を
徹
底
し
た
。

　
同
社
の
執
行
役
員
で
も
あ
る
建
築
事

業
本
部
の
荒
井
恵
一
副
本
部
長
は
当
時

を
こ
う
振
り
返
る
。「
と
に
か
く
社
内
に

お
け
る
情
報
共
有
が
急
務
と
考
え
、イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
文
書
で
全
営
業
所
、現
場

に
向
け
て
対
策
の
必
要
性
や
重
要
性
を

周
知
し
ま
し
た
。と
は
言
う
も
の
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
正
体
も
わ
か
ら
ず
、

我
々
も
初
め
て
の
経
験
で
、手
探
り
で
で

き
る
こ
と
か
ら
順
々
に
対
策
を
講
じ
た

と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
」。

　
三
月
に
入
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」と
い
う
独

自
の
文
書
を
作
成
し
、発
注
者
や
協
力

会
社
に
通
達
し
た
。そ
の
中
で
、感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
は
、原
則
と
し
て
二
週

間
の
現
場
閉
所
を
明
記
し
た
。

　
最
大
の
課
題
が
発
注
者
と
の
合
意
形

成
だ
っ
た
。そ
れ
以
前
に
社
内
で
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
閉
所
は
債

務
不
履
行
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
、契

約
書
の
中
に
あ
る
不
可
抗
力
に
位
置
付

け
て
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
、と

い
っ
た
議
論
が
噴
出
し
て
い
た
。

　「
四
月
に
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
地
震
や
災
害
と
同
等
の
不
可
抗
力

に
当
た
る
と
明
確
に
示
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
施

工
の
遅
延
は
受
注
者
だ
け
の
責
に
当
た

ら
な
い
と
。大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す

ね
。こ
の
通
達
を
即
座
に
社
員
や
現
場
に

発
信
し
、一
刻
も
早
く
お
客
様
に
伝
え
る

よ
う
指
示
を
出
し
ま
し
た
」と
荒
井
副
本

部
長
は
話
す
。

　
発
注
者
に
対
す
る
迅
速
な
情
報
提

供
、丁
寧
な
協
議
が
奏
功
し
、な
か
に
は

改
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
踏
ま
え
た
工

期
に
関
す
る
合
意
書
を
交
わ
し
て
く
れ

た
発
注
者
も
あ
っ
た
と
い
う
。

今
こ
の
時
の

「
緊
張
感
」を
保
つ

　
更
に
資
材
の
供
給
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。事
実
、二
月
下
旬

に
は
タ
イ
ル
や
衛
生
陶
器
類
の
入
荷
が

滞
っ
た
。製
造
元
の
中
国
企
業
に
問
い

合
わ
せ
て
も
返
答
が
な
い
状
況
だ
っ
た

が
、各
現
場
で
内
装
材
か
ら
蛇
口
ま
で
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
材
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
入
荷
状
況
を
調
査
、そ
の
結
果
を
発

注
者
と
関
係
各
社
に
報
告
し
た
。「
メ
ー

カ
ー
に
製
造
ラ
イ
ン
や
出
荷
状
況
を
文

書
で
報
告
す
る
よ
う
要
請
し
、こ
れ
を
発

注
者
に
示
し
な
が
ら
協
議
を
行
い
ま
し

た
。我
々
受
注
者
の
主
観
的
な
情
報
だ
け

で
は
お
客
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。国
か
ら
の
通
達
、各

荒井 恵一　Eiichi Arai

株式会社中山組
執行役員 建築事業本部 副本部長

株式会社中山組

機動的な発注者との
協議を展開
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で
き
る
対
策
が
必
要
以
上
に
求
め
ら
れ

る
。

　
本
牧
の
現
場
は
十
一
月
で
S
C
P
船

の
作
業
が
終
了
し
て
い
る
が
、そ
の
後
も

作
業
船
は
全
国
各
地
で
稼
働
す
る
。こ
こ

で
得
ら
れ
た
知
見
を
社
内
で
水
平
展
開

す
る
こ
と
も
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
き
る
こ
と
は
何
で
も

　「
ぱ
い
お
に
あ
第
30
フ
ド
ウ
丸
」で
は

昼
夜
作
業
を
行
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、船

員
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
居
住
区
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。食
事
や
仮
眠
、入
浴

な
ど
が
で
き
る
空
間
で
、個
室
も
用
意
さ

れ
て
い
る
。一
六
名
の
船
員
は
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
休
日
を
取
る
が
、そ
の

う
ち
七
名
は
こ
の
居
住
区
に
常
駐
し
、施

工
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
作
業
船
の
管
理
を
し
て
い
る
㈱
ソ
イ

ル
テ
ク
ニ
カ
工
事
部
工
事
課
の
能
登
航

氏
は
こ
う
説
明
す
る
。「
私
を
含
め
通
勤

者
は
通
船
を
使
っ
て
こ
の
フ
ド
ウ
丸
に
乗

船
し
ま
す
が
、通
勤
者
が
ウ
イ
ル
ス
を
持

ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。毎
朝
の
検
温
と
消
毒
に

は
念
を
入
れ
て
い
ま
す
」。持
ち
込
ま
な

い
、広
げ
な
い
と
い
う
姿
勢
は
こ
こ
で
も

コンテナ船の大型化、貨物量の増加に
対応するため、日本を代表する海の玄関、
横浜港の機能強化を図る工事が進む 工事概要

・ 事　業　名： 新本牧ふ頭第1期地区整備事業
・ 発　注　者： 横浜市港湾局
・ 施　工　者： 東洋・みらい・不動テトラ建設共同企業体
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陸と隔絶された
作業船の日常的対策

船
に
持
ち
込
ま
な
い

広
げ
な
い

　
港
湾
土
木
の
要
と
な
る
作
業
船
は
、海

上
に
浮
か
ぶ「
工
場
」だ
。そ
の
装
備
、施

設
を
限
ら
れ
た
空
間
で
い
か
に
安
全
か
つ

効
率
よ
く
配
置
す
る
か
が
、船
の
築
造
に

お
い
て
最
も
重
要
な
要
素
に
な
る
。結
果

と
し
て
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
デ
ッ
キ
、居
住
区

ま
で
、人
間
の
行
動
領
域
は
狭
隘
な
も
の

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
三
密
の
回
避
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

要
諦
だ
。作
業
船
と
い
う
狭
い
空
間
の
中

で
ど
の
よ
う
な
感
染
対
策
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。神
奈
川
県
の
横
浜
港
本
牧
ふ

頭
沖
で
は
、㈱
不
動
テ
ト
ラ
の
サ
ン
ド
コ

ン
パ
ク
シ
ョ
ン
船（
Ｓ
Ｃ
Ｐ
船
）「
ぱ
い
お

に
あ
第
30
フ
ド
ウ
丸
」が
稼
働
し
、海
底

地
盤
改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　「
ウ
イ
ル
ス
を
船
内
に
持
ち
込
ま
な

い
。持
ち
込
ま
な
け
れ
ば
広
が
ら
な
い
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、

こ
れ
を
大
前
提
と
し
て
日
々
施
工
に
当

た
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
同
社
の
現

場
事
務
所
の
鎌
田
雅
彦
氏
だ
。こ
の
現

場
は
横
浜
市
発
注
の
も
と
、東
洋
・
み
ら

い
・
不
動
テ
ト
ラ
の
三
社
Ｊ
Ｖ
で
担
っ
て

い
る
。作
業
所
内
で
は
国
か
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
先
ん
じ
て
Ｊ
Ｖ
の
基
本
方
針

を
定
め
た
う
え
で
、こ
れ
に
則
り
構
成
各

社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
環
境
に
合
わ
せ

た
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
非
常
に
狭
い
Ｓ
Ｃ
Ｐ
船
の
内
部
に
は
、

一
五
名
前
後
の
職
員
や
技
能
者
か
ら
な

る
船
員
が
乗
船
し
て
い
る
。船
内
に
お
い

て
三
密
は
も
は
や
常
態
と
言
え
る
。自
ず

と
船
員
同
士
の
間
隔
を
可
能
な
限
り
保

つ
こ
と
が
最
大
の
課
題
に
な
る
。「
船
内

は
密
閉
空
間
で
、密
接
状
態
や
密
接
距
離

を
避
け
る
こ
と
が
物
理
的
に
と
て
も
難

し
い
ん
で
す
が
、可
能
な
限
り
の
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｖ
の
統
一
施
策
や
国

か
ら
示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、当
社
の

全
社
的
な
取
組
み
方
針
を
前
提
に
、こ
の

船
の
状
況
や
作
業
内
容
に
合
わ
せ
て
、一

部
変
更
し
な
が
ら
船
内
で
共
有
し
て
い

ま
す
」と
鎌
田
雅
彦
氏
は
話
す
。海
底
地

盤
を
改
良
す
る
砂
杭
の
打
設
、作
業
船
の

位
置
や
回
航
を
司
る
Ｓ
Ｃ
Ｐ
船
の
心
臓

部
と
も
言
え
る
ブ
リ
ッ
ジ
も
決
し
て
広
く

は
な
い
。三
、四
名
が
幅
一
〇
㍍
ほ
ど
の

ブ
リ
ッ
ジ
で
長
時
間
作
業
を
す
る
た
め
、

左
右
の
ド
ア
は
換
気
用
に
常
時
開
放
し

て
い
る
。「
夏
場
は
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機

を
併
用
し
て
し
の
ぎ
ま
し
た
が
、冬
季
の

寒
さ
を
い
か
に
克
服
す
る
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。冬
場
に
お
け
る
海

上
の
酷
寒
は
想
像
に
難
く
な
い
。鎌
田
雅

彦
氏
は
最
適
な
対
策
を
検
討
す
る
と
い

う
。朝
礼
は
デ
ッ
キ
で
行
わ
れ
る
が
、通

常
の
船
の
よ
う
に
広
く
は
な
い
。通
路
と

言
っ
て
も
い
い
細
長
い
エ
リ
ア
に
横
並
び

で
、連
絡
事
項
等
を
伝
達
す
る
。ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
二
㍍
の
距
離
の
確
保
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、一
㍍
間
隔
が
や
っ
と
だ
。

少
人
数
と
は
い
え
肉
声
で
は
伝
わ
り
に

く
い
た
め
、大
声
を
出
さ
な
く
て
も
済
む

よ
う
に
拡
声
ア
ン
プ
を
使
っ
て
い
る
。

　
同
様
に
、作
業
中
の
会
話
で
も
騒
音

が
激
し
い
エ
リ
ア
で
は
耳
元
で
声
を
上
げ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
距
離
を
置
き
、ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
を
使
っ
て
会
話
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。発
電
機
の
周
辺
だ
と
一
㍍

離
れ
た
だ
け
で
会
話
が
困
難
に
な
る
。作

業
船
と
い
う
密
閉
空
間
で
は
、大
声
を
出

さ
な
く
て
も
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が

鎌田 雅彦　Masahiko Kamata

東洋・みらい・不動テトラ建設共同企業体
新本牧ふ頭建設工事（その4・外周護岸
B-1地盤改良工） 
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在
宅
勤
務
率
七
割
を
目
標
に
掲
げ
て
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
た
が
、モ
バ
イ
ル

Ｐ
Ｃ
の
支
給
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
は
じ
め

と
す
る
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
も
不
十
分

だ
っ
た
。内
勤
の
社
員
を
中
心
に
ノ
ー
ト

Ｐ
Ｃ
よ
り
安
定
感
の
あ
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

Ｐ
Ｃ
を
希
望
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
。し
か

し
、こ
の
危
機
を
好
機
と
捉
え
、施
策
を

推
し
進
め
た
。「
す
べ
て
の
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
Ｐ
Ｃ
を
廃
止
し
、モ
バ
イ
ル
型
の
Ｐ
Ｃ

に
置
き
換
え
を
進
め
て
い
ま
す
。在
宅
勤

務
の
推
進
に
よ
っ
て
営
業
、会
議
、出
張

と
い
っ
た
企
業
活
動
が
激
減
し
ま
し
た

が
、そ
れ
で
も
支
障
は
な
い
こ
と
に
気
付

い
た
ん
で
す
。む
し
ろ
生
産
性
が
向
上
し

た
面
も
あ
り
ま
す
。感
染
症
対
策
に
よ
っ

て
働
き
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
」。

　
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、時
差
出
勤
を
検

討
す
る
最
中
で
も
あ
っ
た
。こ
の
取
組
み

も
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
に
向

け
て
継
続
的
に
進
め
て
い
く
と
い
う
。

　
ま
た
、感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
、

自
宅
や
そ
の
近
傍
へ
配
慮
し
て
現
場
に

留
ま
る
帰
宅
困
難
者
に
は
手
当
を
支
給
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
に
よ
る

休
暇
は
、本
人
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、家
族
の
罹
患
も
含
め
、こ
れ
に
関
わ

る
家
族
の
ケ
ア
を
後
押
し
す
る
防
疫
休

暇
制
度
を
新
設
し
た
。単
身
赴
任
の
社

員
に
は
月
に
二
回
の
帰
宅
旅
費
を
支
給

し
て
い
た
が
、こ
れ
も
そ
の
回
数
を
翌
月

以
降
に
繰
り
延
べ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

同
社
で
は
既
存
の
制
度
を
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
視
野
に
入
れ

拡
充
、高
度
化
さ
せ
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で

『
ム
リ
だ
』『
コ
ス
ト
が
か
か
る
』と
二
の

足
を
踏
ん
で
い
た
働
き
方
改
革
、生
産
性

向
上
に
向
け
た
施
策
を
、奇
し
く
も
コ
ロ

ナ
禍
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
糧
に
、加
速
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
存
の
規
定
や
シ
ス
テ
ム
を
磨
き
上
げ

る
。そ
こ
か
ら
建
設
業
界
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
が
見
え
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
」。

　
同
社
で
は
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
今

も
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
る
。国
か
ら

発
信
さ
れ
る
防
止
策
の
指
針
や
、工
期
延

長
に
関
わ
る
行
財
政
的
な
支
援
は
大
変

心
強
い
と
し
な
が
ら
、柏
木
課
長
は
最
後

に
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。 「
国
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
協
力
会
社
、技
能
者
の
皆
さ
ん

に
還
元
し
て
い
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。彼
ら
が
い
な
け
れ
ば

現
場
は
回
り
ま
せ
ん
。我
々
も
発
注
者
と

協
力
し
て
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

勤
な
ど
の
施
策
を
講
じ
ま
し
た
。前
出
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
発
動
さ
れ
た
の
は
一
度
だ

け
で
す
」。

　
そ
の
一
度
と
い
う
の
は
八
月
に
大
阪

の
現
場
で
社
員
一
名
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
時
の
こ
と
だ
。協
力
会
社
の
技
能
者

の
感
染
が
報
告
さ
れ
、濃
厚
接
触
の
可
能

性
が
あ
っ
た
同
社
の
社
員
も
速
や
か
に

検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
一
名
の
感
染
が

確
認
さ
れ
た
。「
当
該
社
員
は
直
ち
に
軽

症
者
療
養
施
設
で
療
養
さ
せ
、発
注
者

や
協
力
会
社
を
は
じ
め
関
係
各
所
に
詳

細
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
開
示
に
努
め
ま
し

た
。整
備
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
お
か
げ
で
、

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
滞
り
な
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」と
柏
木

課
長
は
話
す
。

　
社
員
は
幸
い
に
も
重
症
化
す
る
こ
と

も
な
く
六
日
後
に
療
養
を
終
え
、現
場
は

完
工
目
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
大
事
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

建
設
業
界
の

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

　
同
社
で
は
こ
れ
ま
で
在
宅
勤
務
の
規

定
が
明
確
で
は
な
か
っ
た
。緊
急
的
に

継
続
し
て
い
き
ま
す
」。

事
前
に
整
備
し
た

独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
奏
功

　
不
動
テ
ト
ラ
の
全
社
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
柏
木
淳
一
総
務
課
長
に
お
話
を

伺
っ
た
。「
国
内
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
二
月
よ
り
、独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
感
染
症
対
応
要
領
の

策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。国
土
交
通
省
の

対
策
の
実
施
要
請
に
対
応
し
、厚
生
労

働
省
や
医
師
会
の
指
針
を
基
に
産
業
医

や
、当
社
の
医
務
室
に
所
属
す
る
看
護
師

と
検
討
を
重
ね
て
要
領
を
作
成
し
、速
や

か
に
全
社
的
な
周
知
を
徹
底
し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
発
令
後
に
は
、直
ち
に

社
長
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
対
策
本
部

を
設
置
し
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
時
差
出柏木 淳一　Junichi Kashiwagi

株式会社不動テトラ
管理本部 総務人事部 総務課長
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徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　
作
業
船
で
の
日
常
生
活
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
最
も
難
し
か
っ
た
の
が

食
事
だ
っ
た
。昼
夜
を
問
わ
ず
全
員
が
一

堂
に
会
し
た
食
事
は
、狭
い
食
堂
で
は
密

集
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。昼
食
は
時
間
を

ず
ら
し
、三
名
、四
名
の
班
に
分
か
れ
て

と
る
よ
う
に
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
前

と
後
で
は
船
上
生
活
が
一
変
し
た
と
能

登
氏
は
こ
う
話
す
。「
食
事
は
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す

が
、間
隔
を
空
け
て
会
話
も
控
え
な
が
ら

の
食
事
は
味
気
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。残
念
な
想
い
を
し
て
い
る
常
駐

者
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
」。

　
し
か
し
、そ
れ
が
現
場
で
の
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
。規
則
が
緩

和
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、以
前
と
同

様
の
作
業
環
境
を
取
り
戻
す
に
は
ま
だ

ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。鎌
田
雅
彦

氏
は
こ
う
話
す
。「
難
し
い
こ
と
は
山
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、万
が
一
に
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
発
生
し
た
ら
、こ

の
工
事
を
止
め
る
事
態
に
な
り
ま
す
。施

工
者
と
し
て
そ
れ
だ
け
は
絶
対
に
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。や
れ
る
こ
と
は

可
能
な
限
り
何
で
も
や
り
ま
す
。状
況
を

み
な
が
ら
、本
社
と
も
連
携
し
て
対
策
を

能登 航　Wataru Noto

株式会社ソイルテクニカ
工事部 工事課

左右の扉が常時開放されているブリッジ。無駄な会話もなく黙 と々操作を続ける

発電機などの騒音がけたたましく響く。大声は避け、距離をとってトランシーバー越しに会話をする

マスク以外にフェイスシールド、マウスガードなど状況に合わせて多様な飛沫防止グッズを常備して
いる

平時なら賑やかな昼食も今は食器の音しか聞こえない
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